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（１）審議概観 

第216回国会において、本委員会に付託された法律案はなかった。 

また、本委員会付託の請願７種類65件は、いずれも保留とした。 

 

〔国政調査〕 

12月19日、我が国における研究力の低下の原因と強化に向けた取組、技術士のＩＰＤ（初

期専門能力開発）システムの構築に係る文部科学省の見解及び支援の現状・方向性、科学

研究費助成事業の予算を増額する必要性、平和教育の重要性に対する文部科学大臣の思い、

学校におけるてんかん発作時の対応に係るガイドラインやチェックシートを文部科学省が

作成する必要性、教職員の精神疾患による病気休職者数の現状と改善策、高校無償化等に

係る所得制限が保護者の働く意欲を削ぐとの指摘に対する文部科学大臣の見解、給特法改

正に向けて文部科学省が概算要求で示した教職調整額の水準の妥当性、明治神宮外苑の再

開発に係る問題に対する文部科学大臣の認識、在外教育施設におけるハラスメントに対す

る文部科学省における相談・調査体制の整備の必要性等について質疑を行った。 

（２）委員会経過

○令和６年12月10日(火)（第１回） 

理事の補欠選任を行った。 

教育、文化、スポーツ、学術及び科学技術に関する調査を行うことを決定した。 

○令和６年12月19日(木)（第２回） 

政府参考人の出席を求めることを決定した。 

参考人の出席を求めることを決定した。 

我が国の研究力の強化に関する件、技術者育成への支援に関する件、科学研究費助成事業の予算増

額に関する件、平和教育の充実に関する件、養護教諭等の業務対応に関する件、教職員の精神疾患

による病気休職に関する件、高校無償化等に係る所得制限に関する件、教職調整額の見直しに関す

る件、明治神宮外苑の再開発に関する件、在外教育施設におけるハラスメント対策に関する件等に



ついてあべ文部科学大臣、武部文部科学副大臣、土田財務大臣政務官、政府参考人及び参考人独立

行政法人日本スポーツ振興センター理事長芦立訓君に対し質疑を行った。 

〔質疑者〕 

本田顕子君（自民）、進藤金日子君（自民）、水野素子君（立憲）、宮口治子君（立憲）、水岡

俊一君（立憲）、下野六太君（公明）、中条きよし君（維新）、伊藤孝恵君（民主）、吉良よし

子君（共産）、舩後靖彦君（れ新） 

○令和６年12月24日(火)（第３回） 

請願第１号外64件を審査した。 

教育、文化、スポーツ、学術及び科学技術に関する調査の継続調査要求書を提出することを決定し

た。 

閉会中における委員派遣については委員長に一任することに決定した。 

 

 


